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効性の検証を目的として 2014年度より 3年計画で進めてきた。 





                                          
＊   関西国際大学共通教育機構 教育総合研究所学内研究員 































































【高校生・高専生 3：大学生 4】、男女比率は、【男子 1：女子 1】とした。また、対象者が
すべての都道府県を網羅しており、人口比に応じたデータ収集ができた。 
調査時期は、2016年 01月 15日 (金) 22 : 40から 2016年 01月 17日 (日) 23 : 28であ


































































































全く利用しない あまり利用しない 少し利用する よく利用する 
 
図 2 ソーシャルメディアの利用頻度 
 




















































【 その他の項目以外必須 】 



































全く利用しない あまり利用しない 少し利用する よく利用する 
 
図 4 スマートフォンなどのスマートデバイスをよく利用する場所 
 
 













































その他【   】 
[Q10]あなたは、以下の場所でスマートフォンなどのスマートデバイスをどの程度利用しますか。 
（それぞれひとつずつ） 
【 その他の項目以外必須 】 

















































その他【   】 
[Q12]あなたは、以下の時間帯にスマートフォンなどのスマートデバイスをどの程度利用しますか。 
（それぞれひとつずつ） 
【 その他の項目以外必須 】 
全く利用しない ／していない あまり利用しない 少し利用する よく利用する 無回答 
 


































































全くそう思わない あまりそう思わない 少しそう思う とてもそう思う 
 













































































全く不安に思わない あまり不安に思わない 少し不安に思う とても不安に思う 
なポイントとして以下の 3つをあげる。 












2014 年以前のタブレットは iPad と Android タブレットが大半を占めていたが、2015 年に
なって各種の Windows タブレットが発表されてきている。モバイルデバイスの市場が、一
時期の NetBookから Windowsタブレットに移ってきたような感もあり、この傾向が進むと、
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This research aims to exam the possibility of the utilization of smart device on the university 
education while the changes in technology trends related to the rapid spread of smart devices have 
been investigated. It has been carried on from 2014 in three-year plan.  
In the first year and the first half of the second year, it was carried out to validate the adaptive 
effectiveness of the practical use of smart device for education in daily life. The result showed that 
the possibility of the use for education with smart device was verified, although there was the 
constituent of concern with the use of network. The first half of the second year, extensive 
investigation was complemented by confiding the external research agency. This extensive 
investigation was carried out reviewing the questionnaire items based on the results of the 
pre-investigation. 
In this report, the summary of the research and its results, the results of the survey on the 


























か。（それぞれひとつずつ）【 その他の項目以外必須 】 
Q13 以下の中で、最もよくスマートフォンなどのスマートデバイスを利用する時間帯はいつで
すか。（ひとつだけ） 
Q14 あなたのスマートフォンなどのスマートデバイスの利用状況について、1日の平均利用時間
を選択して下さい。（それぞれひとつずつ）※この質問は、縦方向にお答えください。 
Q15 次の各学習場面で、スマートフォンなどのスマートデバイスを有効に利用できると思いま
すか。（それぞれひとつずつ） 
Q16 以下のコンテンツは、スマートフォンなどのスマートデバイスを用いた学修活動で有効で
あると思いますか。お気持ちに近いものを一つずつお選びください。 
Q17 ネットワーク環境を利用する際、以下の各項目について、どの程度不安を感じていますか。
（それぞれひとつずつ） 
Q18 以下の各項目について、自分自身に当てはまるものをそれぞれ一つずつお選びください。 
Q19 スマートフォンなどのスマートデバイスを学習活動に役立つと思われる利用方法のアイデ
ィアをどんなことでも構いませんので、具体的にお答えください。 
付録 A：本調査の質問番号と質問文 
